
町税
4億7,163万円
（9.2%）
分担金及び負担金
7,655万円
（1.5%）
その他の自主財源
2億9,374万円
（5.8%）

地方交付税
30億1,000万円（59.0%）
地方交付税
30億1,000万円（59.0%）
地方交付税
30億1,000万円（59.0%）

国・県支出金
7億4,679万円
（14.6%）

国・県支出金
7億4,679万円
（14.6%）

国・県支出金
7億4,679万円
（14.6%）

町債
3億8,910万円
（7.6%）

その他の依存財源
1億1,270万円
（2.2%）

社会保障や保育園に
10億2,705万円
（20.1%）

社会保障や保育園に
10億2,705万円
（20.1%）

社会保障や保育園に
10億2,705万円
（20.1%）

借りた資金の返済に
7億5,765万円
（14.9%）

借りた資金の返済に
7億5,765万円
（14.9%）

借りた資金の返済に
7億5,765万円
（14.9%）

保健・衛生、
環境対策に
7億5,413万円
（14.8%）

保健・衛生、
環境対策に
7億5,413万円
（14.8%）

保健・衛生、
環境対策に
7億5,413万円
（14.8%）

町の運営や地域
情報化に
7億4,538万円
（14.6%）

町の運営や地域
情報化に
7億4,538万円
（14.6%）

町の運営や地域
情報化に
7億4,538万円
（14.6%）

農林・畜産振興に
6億2,737万円
（12.3%）

農林・畜産振興に
6億2,737万円
（12.3%）

農林・畜産振興に
6億2,737万円
（12.3%）

道路の整備・維持に
3億8,640万円
（7.6%）

学校教育や生涯学習に
3億5,435万円
（6.9%）

防災や災害対策に
3億571万円
（6.0%）

その他
1億4,247万円（2.8%）

依存財源 83.5％依存財源 83.5％依存財源 83.5％

自主財源
16.5％
自主財源
16.5％
自主財源
16.5％

広報くずまき・平成25年４月１日〔８〕〔９〕平成25年４月１日・広報くずまき

　

本
町
の
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、

学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
な

ど
多
く
の
関
係
者
の
御
理
解
に
よ

り
見
守
ら
れ
推
進
が
図
ら
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
こ
に
第
10
回
葛
巻
町
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
る
に
当
た
り
ま

し
て
、
平
成
25
年
度
の
教
育
行
政

方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。  

第
１　

就
学
前
教
育
な
ら
び
に　

　
　
　

学
校
教
育
に
つ
い
て

　

就
学
前
教
育
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
制
定
の
意

義
を
踏
ま
え
、
し
つ
け
教
育
や
情

操
教
育
の
充
実
に
よ
り
幼
児
期
の

確
実
な
成
長
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
音
楽
活
動
や
俳
句
に
よ

る
言
葉
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
の
ほ
か
、
座
禅
や
登
山
と
多
様

な
体
験
教
育
を
取
り
入
れ
て
そ
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
常
態
化
し

た
複
式
学
級
を
解
消
し
き
め
細
か

な
教
育
に
よ
り
学
力
向
上
を
図
る

た
め
学
力
向
上
支
援
員
を
新
た
に

配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
学
校
施
設
の
暖
房
設
備
や
遊
具

な
ど
の
補
修
も
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
宿
泊
体
験
学
習
と
中

学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
を
図
り
、
勤
労
と
職
業
観
を

育
み
、
早
い
時
期
で
の
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
の
芽
生
え
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

第
２　

生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
は
、
本
町
が
生
涯

学
習
の
町
を
宣
言
し
て
か
ら
20
年

目
の
大
き
な
節
目
の
年
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
総
括
と
さ
ら
に
町
民
一
人
一
人

が
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
心
を
培

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、「
町
民
ま
な
び
い
学

園
」
や
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」、
公
民
館
事
業
の
充
実
に

努
め
、
本
町
が
全
国
を
リ
ー
ド
し

て
進
め
る
食
料
・
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
と
そ
の
対
策
な
ど
特
徴

的
な
学
習
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

公
民
館
図
書
室
を
は
じ
め
総
合

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
は
、
親
し
み
や

す
い
空
間
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

き
、
多
く
の
町
民
の
ふ
れ
あ
い
と

語
ら
い
の
場
に
な
る
よ
う
心
地
よ

い
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

第
３　

町
民
の
誰
も
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
み

な
が
ら
、
健
康
・
体
力
づ

く
り
が
出
来
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
康
の

保
持
増
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

人
と
人
、
地
域
と
地
域
と
の
交
流

促
進
を
は
じ
め
地
域
社
会
の
活
性

化
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

全
て
の
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
機
会
を
創
設
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
際
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参

加
、
町
民
総
合
体
育
大
会
と
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
、

町
民
駅
伝
大
会
な
ど
は
参
加
者
増

加
の
た
め
の
新
た
な
工
夫
を
取
り

入
れ
て
継
続
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
町
民
の
要
望
に
応
え
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
、
さ
ら
に
は

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
会
を

行
い
ま
す
。

　

競
技
施
設
で
は
、
新
築
に
な
っ

た
葛
巻
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
と

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
積
極
的
な
開

放
を
行
い
、
社
会
体
育
館
の
耐
震

化
に
よ
る
延
命
策
を
講
じ
ま
す
。

第
４　

地
域
文
化
の
創
造
と
歴
史

や
伝
統
文
化
を
継
承
す
る

施
策
に
つ
い
て

　

多
く
の
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ

り
、
俳
句
で
文
化
の
薫
る
町
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
保
育
園

や
小
中
学
校
に
お
け
る
俳
句
教
室

と
「
私
の
一
句
・
町
民
俳
句
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
俳
句
人
口
の

増
加
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
芸
能
活
動
団
体
の

組
織
強
化
と
保
存
記
録
や
担
い
手

確
保
策
な
ど
を
支
援
し
な
が
ら
伝

承
活
動
の
活
発
化
を
促
進
し
、
郷

土
愛
や
地
域
の
絆
を
育
み
、
併
せ

て
郷
土
資
料
館
の
民
俗
資
料
の
適

切
か
つ
有
効
な
活
用
策
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
25
年
度
の
教
育
行

政
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
学
校
現
場
で
の
「
い

じ
め
」
や
「
体
罰
」
は
、
決
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

今
後
と
も
関
係
者
の
共
通
認
識
の

中
で
そ
う
し
た
問
題
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
見
守
り
、
指
導
を
強
化

し
ま
す
。

　

国
策
な
ど
に
よ
る
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
変
化
に
対
応
し
な
が
ら

も
、
現
状
に
お
け
る
本
町
の
課
題

を
捉
え
的
確
に
対
応
・
改
善
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性

を
大
い
に
引
き
出
し
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
、
町
民
一
人
一

人
の
日
々
の
生
活
に
潤
い
と
生
き

が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　

こ
こ
に
改
め
て
教
育
の
持
つ
力

と
可
能
性
に
思
い
を
致
し
、
葛
巻

の
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
教
育
行
政
方
針
演

述
と
し
ま
す
。

平成25年度
教育行政方針

千葉洋一教育委員長

会　計　名 予　算　額 伸び率

 　一般会計 51億　 51万円 6.2％

特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 10億5,182万円 △0.7%

簡易水道事業 2億9,483万円 76.2%

農業集落排水事業 1億8,767万円 1.1%

後期高齢者医療事業 6726万円 0.9%

国民健康保険病院事業 9億2,160万円 0.0%

総　合　計 76億2,369万円 5.8%

平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
３

月
町
議
会
定
例
会
で
決
ま

り
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
76
億
２
３

６
９
万
円
で
、前
年
度
を
５
・８
％

上
回
る
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度

を
６
・
２
％
上
回
る
51
億
51
万
円

で
す
。
歳
入
で
は
、自
主
財
源（
町

が
独
自
に
確
保
で
き
る
町
税
や
使

用
料
な
ど
）
の
割
合
が
16
・
５
％

会計別の予算額 で
、
残
り
の
83
・
５
％
が
依
存
財

源
（
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や
町

が
借
り
る
資
金
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
税
は
、
前
年
度
よ
り
０
・

２
％
減
の
４
億
７
１
６
３
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
社
会
保
障
や
子
育

て
支
援
な
ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費

が
20
・
１
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
町
が
借
り
た
資
金
の
返
済
に

充
て
る
公
債
費
が
14
・
９
％
、
保

健
・
衛
生
や
環
境
対
策
に
使
わ
れ

る
衛
生
費
が
14
・
８
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
10
・
４
％
減
の
８
億

５
８
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
新
病
院
の
建
設

に
係
る
経
費
や
、
江
刈
簡
易
水
道

の
整
備
に
係
る
事
業
費
が
盛
り
込

ま
れ
、全
体
で
前
年
度
を
５
・１
％

上
回
る
25
億
２
３
１
８
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計予算の内訳
（51億51万円）

歳出 歳入

前年度を5.8％上回る

総額76億円総額76億円

※国民健康保険病院事業会計は、収益的収支のうち収入の額

平成25年度予算


